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三木町長 殿 

 

三木町百眼百考会議 

学びづくり部会 座長 多田 智恵子 

 

提 案 書 

次のとおり、提案します。 

 

記 

１ 提案する施策の名称 

三木町総合運動公園内施設の改修 

 

２ 提案する施策の内容 

（１） 三木町共同福祉施設内の改修  

○シャワー施設（男３室・女３室）の新設 

○野外活動施設５箇所と調理場１箇所の新設 

  ※宿泊学習ができるような施設に改修し、 

（２）第二サッカー場のトイレの増設 

      身がい者用トイレ（１）と男性用（２）・女性用（洋式）（２）の新設 

   （３）太古の森に風力発電（エコ風車）をボランティアで設置 

       

３ 現状の課題（提案の目的及び理由） 

（１）三木町共同福祉施設は宿泊可能となっているが、快適な宿泊ができる環境施設にはな

っていないので、シャワーを設置し利便性の高い、宿泊可能な施設に改修し、広く子供

たちが自然の中で運動、自然科学、文化活動が体験できる場所を提供する。 

（２）現在、男性用トイレが２箇所（大１・小１）女性用トイレが１箇所（和式１）しかな

く、子供から年配者まで、各種大会等で不便をおかけしている。 

（３）福島原発事故等を踏まえて、将来を担う子供たちに環境エネルギーについて興味を持

ってもらう。 

 

４ 提案する施策の実施により予想される効果 

（1）県外から試合に来たスポーツ少年団の子ども達が、練習試合の後、すぐ近くで宿泊する

ことができる。また、野外活動も楽しむことができ、三木町の子供達とも交流の場とな

ることができる。 

（２） 第 2サッカー場を利用する際にトイレを使用することができる。 

（３） エコ風車を設置することによって、環境エネルギー、自然科学に興味を持つ子どもの



育成に役立てることができる。 

５ 提案する施策の実施に要する費用の額及び内訳 

別紙参照 

６ その他参考資料（添付資料の名称） 

  写真（野外活動施設、風力発電） 


